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（平成27年４月16日撮影）
４月16日（木）にオープンし、連日大勢の
子どもたちで賑わっています。



　
今
年
度
か
ら
新
た
に
開
始
す

る
、
水
中
で
の
ス
ト
レ
ッ
チ
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
、
「
泳
が

な
い
・
潜
ら
な
い
」
誰
で
も
楽

し
め
る
教
室
で
す
。

と
き

　
９
月
か
ら

と
こ
ろ

　
町
民
温
水
プ
ー
ル

対
象

　
65
歳
以
上
で
介
護
保
険
の
要

介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て

い
な
い
方

参
加
費

　
１
回
　
3
0
0
円

※
別
途
温
水
プ
ー
ル
利
用
料
が

　
か
か
り
ま
す
。

　
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
や
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
、
踏
み
台
ス
テ
ッ
プ
運

動
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
転
倒

予
防
教
室
で
す
。

と
き

　
①
５
月
か
ら

　
②
10
月
か
ら

と
こ
ろ

　
①
町
民
セ
ン
タ
ー

　
②
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

　
65
歳
以
上
で
介
護
保
険
の
要

介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て

い
な
い
方

参
加
費

　
１
回
　
3
0
0
円

※
①
に
関
し
て
は
広
報
に
の
み

　
や
お
知
ら
せ
版
５
月
号
を
ご

　
参
照
く
だ
さ
い
。

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
軽
体

操
な
ど
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ

　
地
域
の
集
会
場

対
象

　
65
歳
以
上
の
方

地
域
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

　
二
宮
町
社
会
福
祉
協
議
会

介
護
予
防
事
業
に
参
加
し
よ
う
！

　町
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
介
護
予
防
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

温
水
プ
ー
ル
介
護
予
防
教
室

　
介
護
保
険
制
度
や
介
護
予
防
、

口
腔
機
能
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

に
つ
い
て
の
出
前
講
座
で
す
。

対
象

　
65
歳
以
上
の
方

に
ぎ
わ
い
塾

　
認
知
機
能
（
理
解
力
・
判
断

力
）
な
ど
を
鍛
え
る
た
め
の
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

と
き

　
11
月
こ
ろ
予
定

対
象

　
65
歳
以
上
の
方

脳
い
き
い
き
講
座

こ
ろ
ば
ん
塾

　
脳
を
活
性
化
し
、
認
知
症
を

予
防
す
る
た
め
に
役
立
つ
講
演

会
で
す
。

と
き

　
10
月
こ
ろ
予
定

認
知
症
予
防
講
演
会

地
域
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
、
音
楽

や
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
体
を
動

か
し
ま
す
。

と
こ
ろ

　
地
域
の
集
会
場

問
い
合
わ
せ

　
健
康
長
寿
課
健
康
長
寿
班

カ
ラ
オ
ケ
体
操

　
各
事
業
の
開
催
日
程
な
ど

は
広
報
に
の
み
や
お
知
ら
せ

版
で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

2広報にのみや 平成27年5月10日

補
助
対
象

　
親
世
帯
ま
た
は
祖
父
母
世
帯

と
同
居
・
近
居
す
る
た
め
の
費

用
の
一
部

※
近
居
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世

　
帯
が
町
内
に
居
住
す
る
こ
と

　
で
す
。

①
住
宅
を
購
入
ま
た
は
建
築
す

　
る
費
用

　
　
　
　
　
　
…
上
限
80
万
円

②
同
居
す
る
た
め
に
リ
フ
ォ
ー

　
ム
す
る
費
用

　
　
　
　
　
　
…
上
限
50
万
円

③
賃
貸
住
宅
へ
移
転
す
る
費
用

　
　
　
　
　
　
…
上
限
10
万
円

予
定
件
数

①
8
件
　
②
2
件
　
③
6
件

　（
先
着
順
）

受
付
開
始

　
６
月
１
日
（
月
）

対
象
要
件

《
親
世
帯
ま
た
は
祖
父
母
世
帯
》

〇
世
帯
員
す
べ
て
が
65
歳
以
上

　
で
あ
る
こ
と

※
子
世
帯
ま
た
は
孫
世
帯
と
同

　
時
転
入
可

《
子
世
帯
ま
た
は
孫
世
帯
》

〇
世
帯
員
す
べ
て
が
55
歳
以
下

　
で
、
１
年
以
上
町
外
に
住
ん

　
で
い
る
こ
と

〇
５
年
以
上
居
住
す
る
こ
と

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

申
込
方
法

　
次
の
書
類
を
持
参
し
、
健
康

長
寿
課
へ
申
し
込
み

◆
親
子
な
ど
の
関
係
性
が
分
か

　
る
書
類

◆
子
世
帯
ま
た
は
孫
世
帯
が
１

　
年
以
上
町
外
に
住
ん
で
い
た

　
こ
と
が
分
か
る
書
類
　
な
ど

※
補
助
対
象
に
よ
り
必
要
と
な

　
る
書
類
が
違
い
ま
す
。
申
し

　
込
む
際
に
必
ず
ご
確
認
く
だ

　
さ
い
。

　
平
成
27
〜
29
年
度
の
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
を

推
計
し
、
保
険
料
を
見
直
し
ま

し
た
。

基
準
年
額

■
5
3
，
４
0
0
円

　（
月
額
４
，
４
５
０
円
）

※
平
成
24
〜
26
年
度
と
比
較
し

　
4
，
6
8
0
円
（
月
額
３
９

　
０
円
）
の
増
額
と
な
り
ま
す
。

※
保
険
料
の
決
定
通
知
は
６
月

　
こ
ろ
の
発
送
を
予
定
し
て
い

　
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
健
康
長
寿
課
介
護
保
険
班

ご
注
意
く
だ
さ
い

●
平
成
27
年
6
月
1
日
以
降
に

　
交
わ
さ
れ
た
契
約
に
つ
い
て

　
の
費
用
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

●
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

　
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
補
助
金
交
付
後
、
居
住
が
５

　
年
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、

　
補
助
金
を
返
還
し
て
い
た
だ

　
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
健
康
長
寿
課
介
護
保
険
班

子・孫
世
帯
が
転
入
す
る
と

住
宅
購
入
費
な
ど
が
助
成
さ
れ
ま
す
！

65
歳
以
上
の
方
へ

　介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

同
居・近
居
推
進
事
業

　町
で
は
、
転
入
し
て
親
世
帯
ま
た
は
祖
父
母
世
帯
と
、
同
居
し

た
り
二
宮
町
内
に
住
ん
だ
り
す
る
方
へ
、
費
用
の
一
部
を
補
助
す

る
『
同
居
・
近
居
推
進
事
業
』
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

　
第
１
段
階
の
方
を
対
象
に
、

保
険
料
軽
減
を
行
う
仕
組
み

が
、
新
た
に
設
け
ら
れ
る
予

定
で
す
。

65歳以上の方の介護保険料（所得段階別保険料年額）
対象となる方

第2段階

第3段階

第4段階

第6段階

第7段階

第8段階

第9段階

第10段階

保険料（年額）
・生活保護受給者
・老齢福祉年金受給者で、世帯全員が町民税非課税の方
・世帯全員が町民税非課税で、本人の年金収入等が80万円以
　下の方

・世帯全員が町民税非課税で、本人の年金収入等が80万円を
　超え120万円以下の方

・世帯全員が町民税非課税で、本人の年金収入等が120万円
　を超える方

・世帯内のいずれかの方に町民税が課税されているが、本人
　は町民税非課税で、本人の年金収入等が80万円以下の方

・世帯内のいずれかの方に町民税が課税されているが、本人
　は町民税非課税で、本人の年金収入等が80万円を超える方

・本人が町民税課税で、合計所得金額が120万円以上190万
　円未満の方

・本人が町民税課税で、合計所得金額が190万円以上290万
　円未満の方

・本人が町民税課税で、合計所得金額が290万円以上400万
　円未満の方

・本人が町民税課税で、合計所得金額が120万円未満の方

・本人が町民税課税で、合計所得金額が400万円以上の方

第1段階

40,050円

40,050円

48,060円

64,080円

69,420円

80,100円

90,780円

101,460円

53,400円
(月額：4,450円)

26,700円

第5段階
(基準額)

※基準額(月額)の全国平均は5,514円、神奈川県内市町村の平均は5,465円です。

3 広報にのみや 平成27年５月号　町役場の電話番号　☎0463－７１－３３１１
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な
ど
が
助
成
さ
れ
ま
す
！

65
歳
以
上
の
方
へ

　介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

同
居・近
居
推
進
事
業

　町
で
は
、
転
入
し
て
親
世
帯
ま
た
は
祖
父
母
世
帯
と
、
同
居
し

た
り
二
宮
町
内
に
住
ん
だ
り
す
る
方
へ
、
費
用
の
一
部
を
補
助
す

る
『
同
居
・
近
居
推
進
事
業
』
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

　
第
１
段
階
の
方
を
対
象
に
、

保
険
料
軽
減
を
行
う
仕
組
み

が
、
新
た
に
設
け
ら
れ
る
予

定
で
す
。

65歳以上の方の介護保険料（所得段階別保険料年額）
対象となる方

第2段階

第3段階

第4段階

第6段階

第7段階

第8段階

第9段階

第10段階

保険料（年額）
・生活保護受給者
・老齢福祉年金受給者で、世帯全員が町民税非課税の方
・世帯全員が町民税非課税で、本人の年金収入等が80万円以
　下の方

・世帯全員が町民税非課税で、本人の年金収入等が80万円を
　超え120万円以下の方

・世帯全員が町民税非課税で、本人の年金収入等が120万円
　を超える方

・世帯内のいずれかの方に町民税が課税されているが、本人
　は町民税非課税で、本人の年金収入等が80万円以下の方

・世帯内のいずれかの方に町民税が課税されているが、本人
　は町民税非課税で、本人の年金収入等が80万円を超える方

・本人が町民税課税で、合計所得金額が120万円以上190万
　円未満の方

・本人が町民税課税で、合計所得金額が190万円以上290万
　円未満の方

・本人が町民税課税で、合計所得金額が290万円以上400万
　円未満の方

・本人が町民税課税で、合計所得金額が120万円未満の方

・本人が町民税課税で、合計所得金額が400万円以上の方

第1段階

40,050円

40,050円

48,060円

64,080円

69,420円

80,100円

90,780円

101,460円

53,400円
(月額：4,450円)

26,700円

第5段階
(基準額)

※基準額(月額)の全国平均は5,514円、神奈川県内市町村の平均は5,465円です。
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不
育
症
と
は

　
妊
娠
す
る
が
、
流
産
や
死
産

を
繰
り
返
し
、
胎
児
が
育
た
な

い
こ
と

対
象
者

　
不
育
症
治
療
を
受
け
て
い
る

夫
婦
で
、
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
方

①
法
律
上
婚
姻
し
て
い
る
こ
と

②
夫
婦
が
、
治
療
費
助
成
の
申

　
請
日
の
１
年
以
上
前
か
ら
町

　
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
引

　
き
続
き
申
請
日
現
在
も
住
所

　
を
有
し
て
い
る
こ
と

③
医
療
保
険
各
法
に
規
定
す
る

　
被
保
険
者
も
し
く
は
組
合
員

　
ま
た
は
そ
の
被
扶
養
者
で
あ

　
る
こ
と

④
申
請
日
に
お
け
る
夫
婦
の
前

　
年
の
所
得
の
合
計
が
7
3
0

　
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と

⑤
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

助
成
額

　
不
育
症
治
療
に
要
し
た
費
用

の
う
ち
保
険
診
療
対
象
外
の
費

用
に
つ
い
て
助
成

■
１
治
療
期
間
ご
と
の
治
療
費

　
の
１
／
２
以
内
で
、
１
治
療

　
期
間
お
よ
び
１
年
度
に
つ
き
、

　
10
万
円
を
限
度
に
助
成
し
ま

　
す
。

※
助
成
を
受
け
る
こ
と
の
で
き

　
る
期
間
は
申
請
年
度
か
ら
通

　
算
し
て
５
年
度
を
限
度
と
し

　
ま
す
。

申
請
方
法

　
不
育
症
治
療
終
了
か
ら
６
か

月
以
内
に
申
請
書
に
次
の
書
類

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
不
育
症
治
療
医
療
機
関
の
証

　
明
書
（
町
指
定
の
様
式
）

②
医
療
機
関
の
発
行
す
る
領
収

　
書
お
よ
び
診
療
報
酬
明
細
書

③
所
得
が
確
認
で
き
る
書
類

④
振
込
先
口
座
番
号

問
い
合
わ
せ

　
子
ど
も
育
成
課
育
成
相
談
班

不
育
症
で
お
悩
み
の
方
へ

　
町
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
、
不
育
症
の
治
療
を
受
け
た
方

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
そ
の
治
療
費
の
一
部
を
助

成
す
る
事
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
の
新
し
い
ゴ
ミ
の
出
し
方

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

分
け
方・出
し
方
の
ポ
イ
ン
ト

　
プ
ラ
マ
ー
ク
が
付
い
て
い
る

容
器
や
包
装
が
対
象
で
す
。

【
例
】

●
菓
子
の
袋
、
レ
ジ
袋

●
納
豆
・
弁
当
な
ど
の
容
器

●
肉
・
魚
な
ど
の
ト
レ
ー

●
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、
緩
衝
材

●
シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど
の
ボ
ト
ル

●
歯
磨
き
粉
な
ど
の
チ
ュ
ー
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

※
複
数
の
部
品
（
容
器
本
体
、

　
キ
ャ
ッ
プ
、
ノ
ズ
ル
な
ど
）

　
が
あ
る
場
合
は
、
容
器
本
体

　
に
一
括
し
て
表
示
さ
れ
て
い

　
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

プ
ラ
マ
ー
ク
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

汚
れ
は
落
と
し
て

　
汚
れ
が
あ
る
も
の
は
、
水
洗

い
を
し
て
、
食
品
な
ど
の
付
着

物
を
落
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　
洗
剤
を
使
わ
な
い
と
汚
れ
が

落
ち
な
い
も
の
は
、
可
燃
ご
み

で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
の
袋
は
、
洗

う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

出
し
方
を
再
確
認

し
ま
し
ょ
う

　
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、
ト
レ
ー
、

菓
子
の
袋
な
ど
素
材
に
関
わ
ら

ず
、
１
つ
の
袋
で
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
箱
な
ど
、

大
き
く
て
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
ら

な
い
も
の
は
、
そ
の
ま
ま
出
し

て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

　
生
活
環
境
課
生
活
環
境
班

　
ご
み
を
出
す
際
は
、
風
で

飛
ば
な
い
よ
う
カ
ラ
ス
ネ
ッ

ト
な
ど
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

特定不妊治療支援事業

　神奈川県では特定不
妊治療費の一部を助成
しています。詳しくは県
ホームページをご確認
ください。

再確認

4広報にのみや 平成27年5月10日

　
地
区
長
連
絡
協
議
会
で
は
、

各
地
区
の
代
表
が
集
ま
っ
て
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
新
た
に
８
名
の

新
任
地
区
長
を
迎
え
て
、
地
域

と
町
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を

密
に
し
な
が
ら
、
安
全
・
安
心

な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

主
な
取
組
内
容

○
連
絡
協
議
会
（
年
６
回
）

○
地
区
内
の
要
望
を
取
り
ま
と

　
め
、
町
へ
提
出

○
地
区
長
会
独
自
研
究
会
活
動

○
高
山
村
地
域
間
交
流
事
業

○
県
外
視
察
研
修
　
な
ど

問
い
合
わ
せ

　
町
民
課
地
域
支
援
班

　
各
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
は
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

委
嘱
を
受
け
て
活
動
す
る
、
公

的
な
委
員
で
す
。

　
地
域
の
高
齢
者
や
障
が
い
者

を
は
じ
め
、
子
育
て
中
の
家
庭

や
生
活
困
窮
家
庭
な
ど
、
福
祉

的
な
支
援
が
必
要
な
方
の
相
談

に
応
じ
、
皆
さ
ん
と
関
係
機
関

な
ど
と
の
パ
イ
プ
役
を
担
い
、

必
要
に
応
じ
て
見
守
り
な
ど
の

個
別
支
援
を
し
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
、

法
律
で
定
め
ら
れ
た
守
秘
義
務

が
あ
る
た
め
、
相
談
内
容
な
ど

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま

す
。

　
問
題
が
大
き
く
な
る
前
に
早

め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
各
委
員
の
連
絡
先
に
つ
い
て

　
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
社
会
福
祉
班

地
区
長
連
絡
協
議
会

民
生
委
員・児
童
委
員

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
】

　〜
皆
さ
ん
と
専
門
機
関
を

　つ
な
ぐ
、
地
域
福
祉
の
サ

　ポ
ー
タ
ー
〜

　
育
児
に
関
す
る
悩
み
や
問
題

が
増
え
る
中
、
各
小
学
校
区
に

一
人
の
主
任
児
童
委
員
が
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
悩
み
の
相
談
だ
け
で
は
な
く
、

見
守
り
な
ど
の
個
別
支
援
や
、

関
係
機
関
お
よ
び
地
区
民
生
委

員
・
児
童
委
員
と
連
携
し
、
子

ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
の
た

め
に
、
幅
広
い
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

【
主
任
児
童
委
員
】

　〜
児
童
福
祉
を
専
門
に
活

　動
す
る
民
生
委
員
・
児
童

　委
員
〜

「
相
談
し
た
い
こ
と
」は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

●
家
族
の
介
護
の
こ
と

●
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
使
い
方
、行

　
政
機
関
への
問
い
合
わ
せ
方
法

●
近
所
の
人
の
困
っ
て
い
る
様
子

　（
心
配
だ
が
声
を
か
け
に
く
い
）

●
生
活
や
子
育
て
の
悩
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

な
ど

　
町
内
に
は
、
地
域
の
推
薦
を
受
け
て
選
出
さ
れ
た
47
名
（
主
任
児
童
委
員
３
名
を
含
む
）
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
皆
さ
ん
と
同
じ
地
域
に
住
む
「
最
も
身
近
な
相
談
相
手
」
で
あ

り
、
福
祉
に
か
か
る
生
活
全
般
の
支
援
者
で
す
。

※網掛け…新任地区長

地　　区 地区長名

一　色

緑が丘

百合が丘１

百合が丘２

百合が丘３

中　里

元町北

元町南

富士見が丘１

富士見が丘２

井上　修二

矢島　篤造

廣上　正市

土井　幹夫

高橋　哲也

水島　二三造

高瀬　元春

大澤　喜敏

植田　芳裕

永岡　進

地　　区 地区長名

富士見が丘３

松　根

上　町

中　町

下　町

梅　沢

越　地

茶　屋

釜　野

川　匂

石橋　政治

名倉　隆

内山　昌俊

成岡　政男

松川　和俊

二梃木　克己

三柳　弘

脇　一男

野谷　武生

間中　晟

地
域
を
見
守
る「
近
所
の
お
じ
さ
ん・お
ば
さ
ん
」で
す

は

ま
ず
、
ご
相
談
を

平成27年度 地区長名簿（敬称略）
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不
育
症
と
は

　
妊
娠
す
る
が
、
流
産
や
死
産

を
繰
り
返
し
、
胎
児
が
育
た
な

い
こ
と

対
象
者

　
不
育
症
治
療
を
受
け
て
い
る

夫
婦
で
、
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
方

①
法
律
上
婚
姻
し
て
い
る
こ
と

②
夫
婦
が
、
治
療
費
助
成
の
申

　
請
日
の
１
年
以
上
前
か
ら
町

　
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
引

　
き
続
き
申
請
日
現
在
も
住
所

　
を
有
し
て
い
る
こ
と

③
医
療
保
険
各
法
に
規
定
す
る

　
被
保
険
者
も
し
く
は
組
合
員

　
ま
た
は
そ
の
被
扶
養
者
で
あ

　
る
こ
と

④
申
請
日
に
お
け
る
夫
婦
の
前

　
年
の
所
得
の
合
計
が
7
3
0

　
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と

⑤
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

助
成
額

　
不
育
症
治
療
に
要
し
た
費
用

の
う
ち
保
険
診
療
対
象
外
の
費

用
に
つ
い
て
助
成

■
１
治
療
期
間
ご
と
の
治
療
費

　
の
１
／
２
以
内
で
、
１
治
療

　
期
間
お
よ
び
１
年
度
に
つ
き
、

　
10
万
円
を
限
度
に
助
成
し
ま

　
す
。

※
助
成
を
受
け
る
こ
と
の
で
き

　
る
期
間
は
申
請
年
度
か
ら
通

　
算
し
て
５
年
度
を
限
度
と
し

　
ま
す
。

申
請
方
法

　
不
育
症
治
療
終
了
か
ら
６
か

月
以
内
に
申
請
書
に
次
の
書
類

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
不
育
症
治
療
医
療
機
関
の
証

　
明
書
（
町
指
定
の
様
式
）

②
医
療
機
関
の
発
行
す
る
領
収

　
書
お
よ
び
診
療
報
酬
明
細
書

③
所
得
が
確
認
で
き
る
書
類

④
振
込
先
口
座
番
号

問
い
合
わ
せ

　
子
ど
も
育
成
課
育
成
相
談
班

不
育
症
で
お
悩
み
の
方
へ

　
町
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
、
不
育
症
の
治
療
を
受
け
た
方

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
そ
の
治
療
費
の
一
部
を
助

成
す
る
事
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
の
新
し
い
ゴ
ミ
の
出
し
方

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

分
け
方・出
し
方
の
ポ
イ
ン
ト

　
プ
ラ
マ
ー
ク
が
付
い
て
い
る

容
器
や
包
装
が
対
象
で
す
。

【
例
】

●
菓
子
の
袋
、
レ
ジ
袋

●
納
豆
・
弁
当
な
ど
の
容
器

●
肉
・
魚
な
ど
の
ト
レ
ー

●
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、
緩
衝
材

●
シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど
の
ボ
ト
ル

●
歯
磨
き
粉
な
ど
の
チ
ュ
ー
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

※
複
数
の
部
品
（
容
器
本
体
、

　
キ
ャ
ッ
プ
、
ノ
ズ
ル
な
ど
）

　
が
あ
る
場
合
は
、
容
器
本
体

　
に
一
括
し
て
表
示
さ
れ
て
い

　
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

プ
ラ
マ
ー
ク
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

汚
れ
は
落
と
し
て

　
汚
れ
が
あ
る
も
の
は
、
水
洗

い
を
し
て
、
食
品
な
ど
の
付
着

物
を
落
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　
洗
剤
を
使
わ
な
い
と
汚
れ
が

落
ち
な
い
も
の
は
、
可
燃
ご
み

で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
の
袋
は
、
洗

う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

出
し
方
を
再
確
認

し
ま
し
ょ
う

　
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、
ト
レ
ー
、

菓
子
の
袋
な
ど
素
材
に
関
わ
ら

ず
、
１
つ
の
袋
で
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
箱
な
ど
、

大
き
く
て
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
ら

な
い
も
の
は
、
そ
の
ま
ま
出
し

て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

　
生
活
環
境
課
生
活
環
境
班

　
ご
み
を
出
す
際
は
、
風
で

飛
ば
な
い
よ
う
カ
ラ
ス
ネ
ッ

ト
な
ど
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

特定不妊治療支援事業

　神奈川県では特定不
妊治療費の一部を助成
しています。詳しくは県
ホームページをご確認
ください。

再確認

4広報にのみや 平成27年5月10日

　
地
区
長
連
絡
協
議
会
で
は
、

各
地
区
の
代
表
が
集
ま
っ
て
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
新
た
に
８
名
の

新
任
地
区
長
を
迎
え
て
、
地
域

と
町
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を

密
に
し
な
が
ら
、
安
全
・
安
心

な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

主
な
取
組
内
容

○
連
絡
協
議
会
（
年
６
回
）

○
地
区
内
の
要
望
を
取
り
ま
と

　
め
、
町
へ
提
出

○
地
区
長
会
独
自
研
究
会
活
動

○
高
山
村
地
域
間
交
流
事
業

○
県
外
視
察
研
修
　
な
ど

問
い
合
わ
せ

　
町
民
課
地
域
支
援
班

　
各
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
は
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

委
嘱
を
受
け
て
活
動
す
る
、
公

的
な
委
員
で
す
。

　
地
域
の
高
齢
者
や
障
が
い
者

を
は
じ
め
、
子
育
て
中
の
家
庭

や
生
活
困
窮
家
庭
な
ど
、
福
祉

的
な
支
援
が
必
要
な
方
の
相
談

に
応
じ
、
皆
さ
ん
と
関
係
機
関

な
ど
と
の
パ
イ
プ
役
を
担
い
、

必
要
に
応
じ
て
見
守
り
な
ど
の

個
別
支
援
を
し
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
、

法
律
で
定
め
ら
れ
た
守
秘
義
務

が
あ
る
た
め
、
相
談
内
容
な
ど

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま

す
。

　
問
題
が
大
き
く
な
る
前
に
早

め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
各
委
員
の
連
絡
先
に
つ
い
て

　
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
社
会
福
祉
班

地
区
長
連
絡
協
議
会

民
生
委
員・児
童
委
員

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
】

　〜
皆
さ
ん
と
専
門
機
関
を

　つ
な
ぐ
、
地
域
福
祉
の
サ

　ポ
ー
タ
ー
〜

　
育
児
に
関
す
る
悩
み
や
問
題

が
増
え
る
中
、
各
小
学
校
区
に

一
人
の
主
任
児
童
委
員
が
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
悩
み
の
相
談
だ
け
で
は
な
く
、

見
守
り
な
ど
の
個
別
支
援
や
、

関
係
機
関
お
よ
び
地
区
民
生
委

員
・
児
童
委
員
と
連
携
し
、
子

ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
の
た

め
に
、
幅
広
い
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

【
主
任
児
童
委
員
】

　〜
児
童
福
祉
を
専
門
に
活

　動
す
る
民
生
委
員
・
児
童

　委
員
〜

「
相
談
し
た
い
こ
と
」は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

●
家
族
の
介
護
の
こ
と

●
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
使
い
方
、行

　
政
機
関
への
問
い
合
わ
せ
方
法

●
近
所
の
人
の
困
っ
て
い
る
様
子

　（
心
配
だ
が
声
を
か
け
に
く
い
）

●
生
活
や
子
育
て
の
悩
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

な
ど

　
町
内
に
は
、
地
域
の
推
薦
を
受
け
て
選
出
さ
れ
た
47
名
（
主
任
児
童
委
員
３
名
を
含
む
）
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
皆
さ
ん
と
同
じ
地
域
に
住
む
「
最
も
身
近
な
相
談
相
手
」
で
あ

り
、
福
祉
に
か
か
る
生
活
全
般
の
支
援
者
で
す
。

※網掛け…新任地区長

地　　区 地区長名

一　色

緑が丘

百合が丘１

百合が丘２

百合が丘３

中　里

元町北

元町南

富士見が丘１

富士見が丘２

井上　修二

矢島　篤造

廣上　正市

土井　幹夫

高橋　哲也

水島　二三造

高瀬　元春

大澤　喜敏

植田　芳裕

永岡　進

地　　区 地区長名

富士見が丘３

松　根

上　町

中　町

下　町

梅　沢

越　地

茶　屋

釜　野

川　匂

石橋　政治

名倉　隆

内山　昌俊

成岡　政男

松川　和俊

二梃木　克己

三柳　弘

脇　一男

野谷　武生

間中　晟

地
域
を
見
守
る「
近
所
の
お
じ
さ
ん・お
ば
さ
ん
」で
す

は

ま
ず
、
ご
相
談
を

平成27年度 地区長名簿（敬称略）
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こ
れ
ま
で
の
教
育
委
員
会
代

表
「
教
育
委
員
長
」
と
、
事
務

局
の
指
揮
監
督
者
「
教
育
長
」

を
一
本
化
し
て
新
「
教
育
長
」

と
し
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
長
で

あ
っ
た
府
川
陽
一
氏
が
議
会
の

同
意
を
得
て
４
月
１
日
に
任
命

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
教

育
行
政
の
責
任
体
制
が
よ
り
明

確
に
な
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た
！

教育委員名簿 平成27年４月現在

教育長

委　員

委　員

委　員

府川　陽一

蓮實　茂夫

山内　みどり

小林　德博

吉田　美佳子

　
教
育
を
と
り
ま
く
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
迅
速
に
取
り
組
む
た
め
に
改
正
さ
れ
た
「
地
方
教
育

行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」
が
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
、
地
域
の
民
意
を
代
表
す

る
首
長
と
の
連
携
強
化
や
迅
速
な
危
機
管
理
体
制
の
構
築
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
改
正
を
受
け
て
町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
長
と
さ
ら
に
連
携
を
深
め
、
よ
り
開
か
れ
た

教
育
委
員
会
を
目
指
し
て
、
い
ち
早
く
体
制
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

教
育
委
員
長
・

教
育
長
を
一
本
化

　
町
長
と
町
教
育
委
員
会
が
よ

り
連
携
を
深
め
る
た
め
、  「
総

合
教
育
会
議
」
を
設
置
し
ま
し

た
。

会
議
開
催

　
年
3
回
を
予
定

総
合
教
育
会
議
を
設
置

　
町
長
が
招
集
す
る
総
合
教
育

会
議
や
、
教
育
委
員
会
が
開
催

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
会
議
は
原
則

公
開
し
て
お
り
、
傍
聴
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

各
種
会
議

●
総
合
教
育
会
議

●
教
育
委
員
会
議

●
社
会
教
育
委
員
会
議

●
文
化
財
保
護
委
員
会
議

●
図
書
館
協
議
会
　
な
ど

※
会
議
の
開
催
日
程
は
、
広
報

　
に
の
み
や
お
し
ら
せ
版
や
町

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

　
し
ま
す
。

※
傍
聴
の
事
前
申
込
は
不
要
で

　
す
。

※
内
容
に
よ
り
当
日
非
公
開
と

　
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
教
育
総
務
課
教
育
総
務
班

各
種
会
議
は

傍
聴
で
き
ま
す

教育長
職務代理者

ホームページの給食情報をご覧ください！
　町では、昭和48年から町内全小中学校で給
食を実施しています。子どもたちが日ごろどん
な給食を食べているか広く知っていただくため、
毎月のメニューや食材の産地など、給食に関す
る情報をホームページで発信しています。

職　名 氏　名

会
議
内
容

●
町
長
と
教
育
長
、教
育
委
員
に

　
よ
る
、町
の
教
育
目
標
の
協
議

●
町
の
施
策
と
関
連
の
深
い
施

　
設
整
備
や
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術

　
な
ど
に
つ
い
て
の
協
議

●
児
童
生
徒
の
身
体
に
危
険
が

　
及
ぶ
よ
う
な
緊
急
を
要
す
る

　
事
態
へ
の
対
応

責任体制の変更図

改正前

改正後

議会

議会

町長

町長
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町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
自
ら
の
意
志
で
地
域
の
課

題
に
自
発
的
・
自
立
的
に
取
り
組
む
、
非
営
利
で
公
共
的

な
活
動
を
財
政
的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
書
類

審
査
・
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査
の
結
果
、
次
の

４
団
体
の
事
業
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
支
援
と
し
て
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
県
内
で
は
珍
し
い
中
学
校
ま
で
の
完
全
給
食
を
実
施
し
て
い
る
二

宮
町
の
給
食
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。

　
学
校
給
食
は
、
明
治
22
年
に
、

山
形
県
の
私
立
小
学
校
が
貧
困

児
童
を
対
象
に
、
無
料
で
実
施

し
た
も
の
が
起
源
で
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
少
し
ず
つ
各
地
へ
広

が
り
、
昭
和
29
年
に
は 『
学
校

給
食
法
』
が
施
行
さ
れ
、
さ
ら

に
浸
透
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
二
宮
町
で
は
、
保
護
者
か
ら

の
強
い
要
望
に
よ
り
、
昭
和
34

年
か
ら
二
宮
小
学
校
と
一
色
分

校
に
お
い
て
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

給
食
の
始
ま
り

　
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
老
朽
化

な
ど
に
よ
り
平
成
13
年
か
ら
移

築
が
検
討
さ
れ
、
平
成
22
年
、

緑
が
丘
に
新
し
い
給
食
セ
ン
タ
ー

が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
献
立
に
は
、
昔
か
ら
食
べ
ら

れ
て
き
た
豆
や
海
藻
な
ど
が
取

り
入
れ
ら
れ
る
一
方
、
近
年
で

は
二
宮
産
の
菜
の
花
を
使
っ
た

給
食
も
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
企
画
政
策
課
特
定
課
題
担
当

　
教
育
総
務
課
教
育
総
務
班

問
い
合
わ
せ

　
町
民
課
地
域
支
援
班

平
成
の
給
食

　
は
じ
め
は
、
二
宮
小
学
校
内

に
造
ら
れ
た
給
食
調
理
室
で
、

２
，
０
０
０
人
近
い
児
童
の
給

食
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
百
合
が
丘
地
区
の

開
発
な
ど
で
児
童
数
が
増
加
す

る
の
に
伴
い
、
昭
和
47
年
、
中

里
に
給
食
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ

れ
ま
し
た
。

　
完
成
の
翌
48
年
に
は
二
宮
中

学
校
で
も
給
食
を
開
始
し
、
町

内
全
小
中
学
校
で
給
食
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
の
給
食

二宮災害ボランティア
ネットワーク

連　載
〜第2回〜

〜
小
中
学
生
の
昼
食
事
情
〜

平
成
27
年
度
町
民
活
動
推
進
補
助
金

採 

択 
事 
業 

が 

決 

定

二
宮
町
を
ひ
も
と
く

二
宮
町
を
ひ
も
と
く

補助額：300,000円
事業名：災害に強いまちづくりを推進す
　　　　る事業
概　要：防災講演会や研修の実施、コー
　　　　ディネータ―の育成で災害に対
　　　　応できる人材を育成する。

手話サークル
うさぎの会

平成26年度補助団体の活動実績報告会を開催します

補助額：197,704円
事業名：みんなに優しい町になるために
　　　　手話を学び広める事業
概　要：手話とふれあう場を提供する。
　　　　また、手話通訳資格保有者を増
　　　　やす。

二宮菊友会
補助額：44,000円
事業名：菊苗を無料配布して「花と緑の
　　　　まちづくり」に寄与する事業
概　要：町民の育てた菊花を町内でみる
　　　　ことで、心の豊かさを実感する
　　　　機会を作る。

まちづくり工房
「しお風」

補助額：176,250円
事業名：ふれ愛観光を通じた「まちなか
　　　　遊学文化」の基礎づくり事業
概　要：見過ごされている文化などを掘
　　　　り起こし、魅力として発信する
　　　　事で定住促進につなげる。

開催日：５月24日（日）10：00～12：00　　
ところ：ラディアン　ミーティングルーム２

二宮小学校

当時の給食センター

現在の給食センター
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こ
れ
ま
で
の
教
育
委
員
会
代

表
「
教
育
委
員
長
」
と
、
事
務

局
の
指
揮
監
督
者
「
教
育
長
」

を
一
本
化
し
て
新
「
教
育
長
」

と
し
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
長
で

あ
っ
た
府
川
陽
一
氏
が
議
会
の

同
意
を
得
て
４
月
１
日
に
任
命

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
教

育
行
政
の
責
任
体
制
が
よ
り
明

確
に
な
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た
！

教育委員名簿 平成27年４月現在

教育長

委　員

委　員

委　員

府川　陽一

蓮實　茂夫

山内　みどり

小林　德博

吉田　美佳子

　
教
育
を
と
り
ま
く
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
迅
速
に
取
り
組
む
た
め
に
改
正
さ
れ
た
「
地
方
教
育

行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」
が
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
、
地
域
の
民
意
を
代
表
す

る
首
長
と
の
連
携
強
化
や
迅
速
な
危
機
管
理
体
制
の
構
築
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
改
正
を
受
け
て
町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
長
と
さ
ら
に
連
携
を
深
め
、
よ
り
開
か
れ
た

教
育
委
員
会
を
目
指
し
て
、
い
ち
早
く
体
制
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

教
育
委
員
長
・

教
育
長
を
一
本
化

　
町
長
と
町
教
育
委
員
会
が
よ

り
連
携
を
深
め
る
た
め
、  「
総

合
教
育
会
議
」
を
設
置
し
ま
し

た
。

会
議
開
催

　
年
3
回
を
予
定

総
合
教
育
会
議
を
設
置

　
町
長
が
招
集
す
る
総
合
教
育

会
議
や
、
教
育
委
員
会
が
開
催

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
会
議
は
原
則

公
開
し
て
お
り
、
傍
聴
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

各
種
会
議

●
総
合
教
育
会
議

●
教
育
委
員
会
議

●
社
会
教
育
委
員
会
議

●
文
化
財
保
護
委
員
会
議

●
図
書
館
協
議
会
　
な
ど

※
会
議
の
開
催
日
程
は
、
広
報

　
に
の
み
や
お
し
ら
せ
版
や
町

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

　
し
ま
す
。

※
傍
聴
の
事
前
申
込
は
不
要
で

　
す
。

※
内
容
に
よ
り
当
日
非
公
開
と

　
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
教
育
総
務
課
教
育
総
務
班

各
種
会
議
は

傍
聴
で
き
ま
す

教育長
職務代理者

ホームページの給食情報をご覧ください！
　町では、昭和48年から町内全小中学校で給
食を実施しています。子どもたちが日ごろどん
な給食を食べているか広く知っていただくため、
毎月のメニューや食材の産地など、給食に関す
る情報をホームページで発信しています。

職　名 氏　名

会
議
内
容

●
町
長
と
教
育
長
、教
育
委
員
に

　
よ
る
、町
の
教
育
目
標
の
協
議

●
町
の
施
策
と
関
連
の
深
い
施

　
設
整
備
や
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術

　
な
ど
に
つ
い
て
の
協
議

●
児
童
生
徒
の
身
体
に
危
険
が

　
及
ぶ
よ
う
な
緊
急
を
要
す
る

　
事
態
へ
の
対
応

責任体制の変更図

改正前

改正後

議会

議会

町長

町長
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町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
自
ら
の
意
志
で
地
域
の
課

題
に
自
発
的
・
自
立
的
に
取
り
組
む
、
非
営
利
で
公
共
的

な
活
動
を
財
政
的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
書
類

審
査
・
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査
の
結
果
、
次
の

４
団
体
の
事
業
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
支
援
と
し
て
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
県
内
で
は
珍
し
い
中
学
校
ま
で
の
完
全
給
食
を
実
施
し
て
い
る
二

宮
町
の
給
食
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。

　
学
校
給
食
は
、
明
治
22
年
に
、

山
形
県
の
私
立
小
学
校
が
貧
困

児
童
を
対
象
に
、
無
料
で
実
施

し
た
も
の
が
起
源
で
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
少
し
ず
つ
各
地
へ
広

が
り
、
昭
和
29
年
に
は 『
学
校

給
食
法
』
が
施
行
さ
れ
、
さ
ら

に
浸
透
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
二
宮
町
で
は
、
保
護
者
か
ら

の
強
い
要
望
に
よ
り
、
昭
和
34

年
か
ら
二
宮
小
学
校
と
一
色
分

校
に
お
い
て
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

給
食
の
始
ま
り

　
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
老
朽
化

な
ど
に
よ
り
平
成
13
年
か
ら
移

築
が
検
討
さ
れ
、
平
成
22
年
、

緑
が
丘
に
新
し
い
給
食
セ
ン
タ
ー

が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
献
立
に
は
、
昔
か
ら
食
べ
ら

れ
て
き
た
豆
や
海
藻
な
ど
が
取

り
入
れ
ら
れ
る
一
方
、
近
年
で

は
二
宮
産
の
菜
の
花
を
使
っ
た

給
食
も
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
企
画
政
策
課
特
定
課
題
担
当

　
教
育
総
務
課
教
育
総
務
班

問
い
合
わ
せ

　
町
民
課
地
域
支
援
班

平
成
の
給
食

　
は
じ
め
は
、
二
宮
小
学
校
内

に
造
ら
れ
た
給
食
調
理
室
で
、

２
，
０
０
０
人
近
い
児
童
の
給

食
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
百
合
が
丘
地
区
の

開
発
な
ど
で
児
童
数
が
増
加
す

る
の
に
伴
い
、
昭
和
47
年
、
中

里
に
給
食
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ

れ
ま
し
た
。

　
完
成
の
翌
48
年
に
は
二
宮
中

学
校
で
も
給
食
を
開
始
し
、
町

内
全
小
中
学
校
で
給
食
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
の
給
食

二宮災害ボランティア
ネットワーク

連　載
〜第2回〜

〜
小
中
学
生
の
昼
食
事
情
〜

平
成
27
年
度
町
民
活
動
推
進
補
助
金

採 

択 

事 

業 

が 

決 

定

〜
小
中
学
生
の
昼
食
事
情
〜

二
宮
町
を
ひ
も
と
く

二
宮
町
を
ひ
も
と
く

補助額：300,000円
事業名：災害に強いまちづくりを推進す
　　　　る事業
概　要：防災講演会や研修の実施、コー
　　　　ディネータ―の育成で災害に対
　　　　応できる人材を育成する。

手話サークル
うさぎの会

平成26年度補助団体の活動実績報告会を開催します

補助額：197,704円
事業名：みんなに優しい町になるために
　　　　手話を学び広める事業
概　要：手話とふれあう場を提供する。
　　　　また、手話通訳資格保有者を増
　　　　やす。

二宮菊友会
補助額：44,000円
事業名：菊苗を無料配布して「花と緑の
　　　　まちづくり」に寄与する事業
概　要：町民の育てた菊花を町内でみる
　　　　ことで、心の豊かさを実感する
　　　　機会を作る。

まちづくり工房
「しお風」

補助額：176,250円
事業名：ふれ愛観光を通じた「まちなか
　　　　遊学文化」の基礎づくり事業
概　要：見過ごされている文化などを掘
　　　　り起こし、魅力として発信する
　　　　事で定住促進につなげる。

開催日：５月24日（日）10：00～12：00　　
ところ：ラディアン　ミーティングルーム２

二宮小学校

当時の給食センター

現在の給食センター
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募
集
期
間

　
５
月
15
日（
金
）〜
29
日（
金
）

取
扱
店
資
格

　
町
内
に
事
業
所
を
置
き
小
売

業
・
サ
ー
ビ
ス
業
・
工
業
・
農

林
水
産
業
を
営
み
、
二
宮
町
商

工
会
に
加
入
し
て
い
る
事
業
者

※
二
宮
町
商
工
会
へ
の
加
入
方

　
法
お
よ
び
取
扱
店
へ
の
応
募

　
方
法
な
ど
は
、
二
宮
町
商
工

　
会
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。

※
8
月
中
旬
に
取
扱
店
を
対
象

　
と
し
た
説
明
会
を
開
催
し
ま

　
す
。

※
商
工
会
員
に
は
別
途
申
込
書

　
を
送
付
し
ま
す
。

　二
宮
町
商
工
会
で
は
、
地
域
活
性
化
の
た
め
に
、
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
を
販
売
し
ま
す
。
販
売
に
先
駆
け
、
商
品
券
を
取
り

扱
う
店
舗
・
事
業
所
を
募
集
し
ま
す
。

　な
お
、
町
で
は
地
域
の
消
費
喚
起
を
促
進
す
る
た
め
、
国
の

補
助
金
を
活
用
し
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
の
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　大
地
震
に
よ
る
人
的
被
害
は
、
住
宅
・
建
築
物
の
倒
壊
な
ど
に
よ
る
も
の
が
主
な
原
因
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
町
で
は
、
今
年
度
か
ら
耐
震
改
修
工
事
費
用
の
一
部
補
助
を
始
め
ま
し
た
。

　こ
の
制
度
は
住
宅
の
耐
震
診
断
を
受
け
て
、
改
修
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
、
耐
震

改
修
工
事
を
行
う
こ
と
で
補
助
を
受
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

取
扱
店
募
集
概
要

販
売
価
格

　
１
，
０
０
０
円
の
商
品
券
12

枚
つ
づ
り
（
１
２
，
０
０
０
円

分
）
を
１
０
，
０
０
０
円
で
販

売発
行
数

　
１
3
，
5
０
０
冊

（
1
億
6
，
2
0
0
万
円
分
）

使
用
可
能
期
間

　
9
月
１
日
（
火
）
〜

　
　
　
　
　
12
月
31
日
（
木
）

※
販
売
に
つ
い
て
は
、
詳
細
が

　
決
ま
り
次
第
広
報
に
の
み
や

　
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

　
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
二
宮
町
商
工
会

　（
☎
71
‐
１
０
８
２
）

　
産
業
振
興
課
商
工
観
光
班

対
象
と
な
る
建
物

　
町
で
実
施
し
て
い
る
耐
震
診

断
を
受
け
、
診
断
結
果
の
上
部

構
造
（
建
築
物
本
体
）
の
総
合

評
価
が
1.0
未
満
の
も
の

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
概
要

耐
震
改
修
工
事
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ

　
都
市
整
備
課
計
画
指
導
班

二
宮
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

　
　
　
　
　取
扱
店
募
集

耐
震
改
修
工
事
補
助
金

耐
震
改
修
工
事
補
助
金

耐
震
診
断
補
助
金を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　町では、木造建築物耐震診断の補助を実施して
います。耐震診断を受けていないと、耐震改修工
事の補助金を申請することができませんのでご注
意ください。
補助費用　耐震診断費用 60,000 円のうち 45,000 円
　　　　  （個人負担額：15,000 円）
受付件数　10 件（先着順）

まず耐震診断を受けましょう！

悪
質
な
業
者
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　『
役
場
か
ら
依
頼
さ
れ
た
』

な
ど
公
的
機
関
を
名
乗
っ
て

契
約
し
よ
う
と
す
る
業
者
が

い
ま
す
。
町
で
は
、
耐
震
診

断
や
耐
震
改
修
工
事
の
関
係

で
戸
別
に
訪
問
す
る
こ
と
は

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　
よ
く
確
認
し
、
お
か
し
い

と
思
っ
た
ら
は
っ
き
り
断
り

ま
し
ょ
う
。

補
助
金
額

　
改
修
費
用
の
１
／
２

　（
上
限
50
万
円
）

受
付
件
数

　
５
件
（
先
着
順
）

申
請
時
の
添
付
書
類

●
住
民
票
の
写
し

●
建
築
確
認
通
知
書
の
写
し
ま

　
た
は
照
合
済
書

●
建
物
の
登
記
事
項
証
明
書
ま

　
た
は
固
定
資
産
税
家
屋
評
価

　
証
明
書

●
耐
震
診
断
の
結
果
報
告
書
の

　
写
し

●
町
税
納
付
状
況
調
査
同
意
書

●
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
す
る

　
書
類

受
付
期
間

　
平
日
の
9
時
か
ら
17
時
ま
で

※
申
請
の
前
に
、
必
ず
ご
相
談

　
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
詳
細
に

　
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

耐
震
診
断
補
助
金

居
住
用
木
造
建
築
物

居
住
用
木
造
建
築
物
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　町ではがん集団検診とがん個別検診を実施し
ており、下記年齢に達した方に無料クーポン券
を配布しています。この機会に受診し、がんの
早期発見に役立てましょう。
　※日程などは広報にのみやお知らせ版やホー
　　ムページでお知らせします。

対　　象《大腸がん》
　　　　 平成26年度に40,45,50,55,60歳に
　　　　 なった方
　　　　《乳がん》
　　　　 平成26年度に40歳になった女性の方
           《子宮頸がん》
　　　　 平成26年度に20歳になった女性の方

　平成25年度配布の無料クーポン券を使わなか
った方へ、今年度に限り利用できる無料クーポ
ン券を交付します。
　※交付には条件があります。
　※対象者の方へ６月に郵送でご案内します。

有効期限 平成28年２月末

     問     保険医療課医療予防班（☎71-7100）

　今
年
度
も
、
子
ど
も
た
ち
が
自
由
に

遊
ん
だ
り
、
学
ん
だ
り
で
き
る
場
と
し

て
町
立
小
学
校
の
体
育
館
で
「
放
課
後

子
ど
も
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
班

　（
☎
72
―
６
９
１
２
）

がん検診成人歯科健診

妊産婦歯科健診
平成 25 年度配布の

無料クーポン券を使わなかった方へ

対
象

　
町
内
小
学
校
に
通
う
１
〜
６

年
生

申
込
方
法

　
各
小
学
校
で
配
布
す
る
登
録

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

登
録
・
保
険
料
（
1
人
1
0
0

円
） 

を
添
え
て
生
涯
学
習
課（
ラ

デ
ィ
ア
ン
内
）
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
事
前
登
録
制
で
す
。

参
加
方
法

・
当
日
は
、
下
校
せ
ず
に
ラ
ン

　
ド
セ
ル
を
持
っ
て
体
育
館
に

　
集
合
し
ま
す
。

・
帰
り
は
保
護
者
の
迎
え
が
必

　
要
で
す
。

・
学
童
保
育
に
通
っ
て
い
る
お

　
子
さ
ん
も
参
加
で
き
ま
す
。

サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
中

　
遊
び
の
指
導
や
見
守
り
を

し
て
い
た
だ
け
る
『
サ
ポ
ー

タ
ー
』
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

放
課
後
子
ど
も
教
室
に
参
加
し
よ
う
!!

対　　象　平成26年度に40,50,60,70歳にな
　　　　　った方

期　　間   7月1日(水)～平成28年2月29日(月)

費　　用　1,000円　※生活保護世帯は免除

健診内容　①口腔内全体の状況
　　　　　②歯ぐきの炎症の有無
　　　　　③治療が必要な部位の有無
　　　　　④かみ合わせの状況
　　　　　⑤ブラッシングの状況
　※対象者の方へ6月末に郵送でご案内します。
　※町外の指定医療機関はお問い合わせください。

     問      保険医療課医療予防班（☎71-7100）

対　　象　妊産婦の方
　　　　　(母子手帳配布時にご案内します）

健診時期  妊娠中と産後１年以内にそれぞれ１回ずつ

費　　用　無料

受診機関  指定医療機関（要予約）
　※指定医療機関については母子手帳配布時の
　　案内をご参照ください。
　※町外の指定医療機関はお問い合わせください。

     問       子ども育成課育成相談班

平成27年度放課後子ども教室日程表
山西小学校

1

2

3

4

6月19日

6月26日

7月3日

7月10日

日にち 曜日

金

時間

15:00
～

16:40

9月7日

9月14日

9月28日

10月5日

日にち 曜日

月

時間

14:45
～

16:40

11月9日

11月16日

11月30日

12月7日

日にち 曜日

月

時間

14:40
～

16:40

一色小学校 二宮小学校 遊びの内容
（内容の詳細は後日決定）

☆かんたんなものづくり・工作
★自由遊び（フラフープ、ドッチビーなど）

☆かんたんなものづくり・工作
★昔遊び（けん玉、あやとり、折り紙など）

☆かんたんなものづくり・工作
★自由遊び

☆かんたんなものづくり・工作
★昔遊び
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募
集
期
間

　
５
月
15
日（
金
）〜
29
日（
金
）

取
扱
店
資
格

　
町
内
に
事
業
所
を
置
き
小
売

業
・
サ
ー
ビ
ス
業
・
工
業
・
農

林
水
産
業
を
営
み
、
二
宮
町
商

工
会
に
加
入
し
て
い
る
事
業
者

※
二
宮
町
商
工
会
へ
の
加
入
方

　
法
お
よ
び
取
扱
店
へ
の
応
募

　
方
法
な
ど
は
、
二
宮
町
商
工

　
会
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。

※
8
月
中
旬
に
取
扱
店
を
対
象

　
と
し
た
説
明
会
を
開
催
し
ま

　
す
。

※
商
工
会
員
に
は
別
途
申
込
書

　
を
送
付
し
ま
す
。

　二
宮
町
商
工
会
で
は
、
地
域
活
性
化
の
た
め
に
、
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
を
販
売
し
ま
す
。
販
売
に
先
駆
け
、
商
品
券
を
取
り

扱
う
店
舗
・
事
業
所
を
募
集
し
ま
す
。

　な
お
、
町
で
は
地
域
の
消
費
喚
起
を
促
進
す
る
た
め
、
国
の

補
助
金
を
活
用
し
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
の
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　大
地
震
に
よ
る
人
的
被
害
は
、
住
宅
・
建
築
物
の
倒
壊
な
ど
に
よ
る
も
の
が
主
な
原
因
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
町
で
は
、
今
年
度
か
ら
耐
震
改
修
工
事
費
用
の
一
部
補
助
を
始
め
ま
し
た
。

　こ
の
制
度
は
住
宅
の
耐
震
診
断
を
受
け
て
、
改
修
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
、
耐
震

改
修
工
事
を
行
う
こ
と
で
補
助
を
受
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

取
扱
店
募
集
概
要

販
売
価
格

　
１
，
０
０
０
円
の
商
品
券
12

枚
つ
づ
り
（
１
２
，
０
０
０
円

分
）
を
１
０
，
０
０
０
円
で
販

売発
行
数

　
１
3
，
5
０
０
冊

（
1
億
6
，
2
0
0
万
円
分
）

使
用
可
能
期
間

　
9
月
１
日
（
火
）
〜

　
　
　
　
　
12
月
31
日
（
木
）

※
販
売
に
つ
い
て
は
、
詳
細
が

　
決
ま
り
次
第
広
報
に
の
み
や

　
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

　
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
二
宮
町
商
工
会

　（
☎
71
‐
１
０
８
２
）

　
産
業
振
興
課
商
工
観
光
班

対
象
と
な
る
建
物

　
町
で
実
施
し
て
い
る
耐
震
診

断
を
受
け
、
診
断
結
果
の
上
部

構
造
（
建
築
物
本
体
）
の
総
合

評
価
が
1.0
未
満
の
も
の

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
概
要

耐
震
改
修
工
事
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ

　
都
市
整
備
課
計
画
指
導
班

二
宮
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

　
　
　
　
　取
扱
店
募
集

耐
震
改
修
工
事
補
助
金

耐
震
改
修
工
事
補
助
金

耐
震
診
断
補
助
金を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　町では、木造建築物耐震診断の補助を実施して
います。耐震診断を受けていないと、耐震改修工
事の補助金を申請することができませんのでご注
意ください。
補助費用　耐震診断費用 60,000 円のうち 45,000 円
　　　　  （個人負担額：15,000 円）
受付件数　10 件（先着順）

まず耐震診断を受けましょう！

悪
質
な
業
者
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　『
役
場
か
ら
依
頼
さ
れ
た
』

な
ど
公
的
機
関
を
名
乗
っ
て

契
約
し
よ
う
と
す
る
業
者
が

い
ま
す
。
町
で
は
、
耐
震
診

断
や
耐
震
改
修
工
事
の
関
係

で
戸
別
に
訪
問
す
る
こ
と
は

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　
よ
く
確
認
し
、
お
か
し
い

と
思
っ
た
ら
は
っ
き
り
断
り

ま
し
ょ
う
。

補
助
金
額

　
改
修
費
用
の
１
／
２

　（
上
限
50
万
円
）

受
付
件
数

　
５
件
（
先
着
順
）

申
請
時
の
添
付
書
類

●
住
民
票
の
写
し

●
建
築
確
認
通
知
書
の
写
し
ま

　
た
は
照
合
済
書

●
建
物
の
登
記
事
項
証
明
書
ま

　
た
は
固
定
資
産
税
家
屋
評
価

　
証
明
書

●
耐
震
診
断
の
結
果
報
告
書
の

　
写
し

●
町
税
納
付
状
況
調
査
同
意
書

●
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
す
る

　
書
類

受
付
期
間

　
平
日
の
9
時
か
ら
17
時
ま
で

※
申
請
の
前
に
、
必
ず
ご
相
談

　
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
詳
細
に

　
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

耐
震
診
断
補
助
金

居
住
用
木
造
建
築
物

居
住
用
木
造
建
築
物

8広報にのみや 平成27年5月10日

　町ではがん集団検診とがん個別検診を実施し
ており、下記年齢に達した方に無料クーポン券
を配布しています。この機会に受診し、がんの
早期発見に役立てましょう。
　※日程などは広報にのみやお知らせ版やホー
　　ムページでお知らせします。

対　　象《大腸がん》
　　　　 平成26年度に40,45,50,55,60歳に
　　　　 なった方
　　　　《乳がん》
　　　　 平成26年度に40歳になった女性の方
           《子宮頸がん》
　　　　 平成26年度に20歳になった女性の方

　平成25年度配布の無料クーポン券を使わなか
った方へ、今年度に限り利用できる無料クーポ
ン券を交付します。
　※交付には条件があります。
　※対象者の方へ６月に郵送でご案内します。

有効期限 平成28年２月末

     問     保険医療課医療予防班（☎71-7100）

　今
年
度
も
、
子
ど
も
た
ち
が
自
由
に

遊
ん
だ
り
、
学
ん
だ
り
で
き
る
場
と
し

て
町
立
小
学
校
の
体
育
館
で
「
放
課
後

子
ど
も
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
班

　（
☎
72
―
６
９
１
２
）

がん検診成人歯科健診

妊産婦歯科健診
平成 25 年度配布の

無料クーポン券を使わなかった方へ

対
象

　
町
内
小
学
校
に
通
う
１
〜
６

年
生

申
込
方
法

　
各
小
学
校
で
配
布
す
る
登
録

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

登
録
・
保
険
料
（
1
人
1
0
0

円
） 

を
添
え
て
生
涯
学
習
課（
ラ

デ
ィ
ア
ン
内
）
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
事
前
登
録
制
で
す
。

参
加
方
法

・
当
日
は
、
下
校
せ
ず
に
ラ
ン

　
ド
セ
ル
を
持
っ
て
体
育
館
に

　
集
合
し
ま
す
。

・
帰
り
は
保
護
者
の
迎
え
が
必

　
要
で
す
。

・
学
童
保
育
に
通
っ
て
い
る
お

　
子
さ
ん
も
参
加
で
き
ま
す
。

サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
中

　
遊
び
の
指
導
や
見
守
り
を

し
て
い
た
だ
け
る
『
サ
ポ
ー

タ
ー
』
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

放
課
後
子
ど
も
教
室
に
参
加
し
よ
う
!!

対　　象　平成26年度に40,50,60,70歳にな
　　　　　った方

期　　間   7月1日(水)～平成28年2月29日(月)

費　　用　1,000円　※生活保護世帯は免除

健診内容　①口腔内全体の状況
　　　　　②歯ぐきの炎症の有無
　　　　　③治療が必要な部位の有無
　　　　　④かみ合わせの状況
　　　　　⑤ブラッシングの状況
　※対象者の方へ6月末に郵送でご案内します。
　※町外の指定医療機関はお問い合わせください。

     問      保険医療課医療予防班（☎71-7100）

対　　象　妊産婦の方
　　　　　(母子手帳配布時にご案内します）

健診時期  妊娠中と産後１年以内にそれぞれ１回ずつ

費　　用　無料

受診機関  指定医療機関（要予約）
　※指定医療機関については母子手帳配布時の
　　案内をご参照ください。
　※町外の指定医療機関はお問い合わせください。

     問       子ども育成課育成相談班

平成27年度放課後子ども教室日程表
山西小学校

1

2

3

4

6月19日

6月26日

7月3日

7月10日

日にち 曜日

金

時間

15:00
～

16:40

9月7日

9月14日

9月28日

10月5日

日にち 曜日

月

時間

14:45
～

16:40

11月9日

11月16日

11月30日

12月7日

日にち 曜日

月

時間

14:40
～

16:40

一色小学校 二宮小学校 遊びの内容
（内容の詳細は後日決定）

☆かんたんなものづくり・工作
★自由遊び（フラフープ、ドッチビーなど）

☆かんたんなものづくり・工作
★昔遊び（けん玉、あやとり、折り紙など）

☆かんたんなものづくり・工作
★自由遊び

☆かんたんなものづくり・工作
★昔遊び
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756g

805g

ごみ処理状況（ 3 月分）
全　　体

ごみ排出量

671,365㎏

ごみ処理費用

21,626,149円

1人1か月あたり
ごみ排出量

23㎏

ごみ処理費用

755円

1人1日あたりのごみ排出量1人1日あたりのごみ排出量 目標より…
49ｇ減量成功

よ
く
で
き

　ま
し
た

大磯警察署だより（平成27年4月1日現在)（平成27年4月1日現在)町の人口町の人口

（　）内は前月比
※平成22年国勢調査確報値を基礎にしています。

総　数 28,594人 （－53）
　男 13,799人 （－46）
　女 14,795人 （－ ７）
世帯数 11,538世帯 （＋23）

大磯警察署（☎72-0110）

１人１日805g１人１日805g

空き巣・忍び込み等

自転車盗

万引き

その他の刑法犯

合　計

2

4

1

3

10

種　別 3月

　神奈川県内では昨年の一年間で、二輪乗車中の交通
事故により 62 名の方が命を落とされています。その
うち23名は胸部の損傷によるものです。
　二輪車に乗る際はプロテクターやエアバックを使用
するようにしましょう。

《二輪車の事故を防止しよう！》

犯罪発生件数

目標

実績

平成26年度平均…828g

平成33年度までに達成する目標平成33年度までに達成する目標

善意の寄付に感謝善意の寄付に感謝
村瀬　三朗　様
さがみ信用金庫　様
二宮町商店連合協同組合　様

ありがとうございました

10広報にのみや 平成27年5月10日

フォトトピックスフォトトピックス二宮ラディアン花の丘公園みんなの朝市二宮ラディアン花の丘公園みんなの朝市

　ラディアン日曜朝市
が二宮ラディアン花の
丘公園みんなの朝市と
名称を変更して開催さ
れ、多くの来場者でに
ぎわいました。

おとちゃんおとちゃん

消防団入退団式消防団入退団式

神奈川県体育協会功労者表彰神奈川県体育協会功労者表彰

神奈川県体育功労者表彰神奈川県体育功労者表彰

ラディアン花の丘公園に時計設置ラディアン花の丘公園に時計設置

　JR 二宮駅社員が二宮
ブランドのイメージキ
ャラクターである「お
とちゃん」をボトルキ
ャップで作成しました。
 ｢おとちゃん｣は５月末
まで駅構内で見ること
ができます。 　二宮町体育協会理事の前田

憲一郎さんが神奈川県教育委
員会から表彰されました。
　永年にわたり二宮町体育協会
の理事や二宮町陸上競技協会
の会長としてご活躍された功績
がたたえられたものです。

　さがみ信用金庫様から、さがみ信用金庫創立
90 周年・町制施行 80 周年・ラディアン花の丘
公園オープンを記念し、屋外ソーラー電波掛時計
2 基の寄付をいただきました。

　町内で５名の方が、
（公財）神奈川県体育
協会から表彰されまし
た。体育・スポーツの
普及および発展に貢献
した功績がたたえられ
たものです。

　戦後 70 年に当たる今年度も、先の大戦などで亡くなった戦没者の方
のご冥福をお祈りするとともに、恒久平和を願うための式典を行います。
　遺族会会員以外の遺族の方や一般の方も参列できますので、多くの方
の参列をお待ちしています。

　再入団を含む11名に消防団長から入団辞令が交
付され、退団者の11名には町長から感謝状が贈呈
されました。また、第５分団分団長の関野浩行さ
んが神奈川県消防協会会長より永年の消防団活動
に対し功績章を授与されました。(右写真)

４月５日(日)

３月28日(土)

前田憲一郎さん（梅沢在住）
 

（後列左から）前田憲一郎さん、朝日山一男さん、長岡俊夫さん
（前列左から）栁川清春さん、松本博良さん、渡辺栄一さん

戦没者を追悼し、平和を祈念する集い

と　　 き   5月22日(金) ※雨天決行
開　　式　10:30(参列者参集10:00)

と  こ  ろ　川勾神社慰霊塔前
共　　催　二宮町、二宮町遺族会
    問　 　福祉課社会福祉班
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671,365㎏
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21,626,149円
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（　）内は前月比
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4
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3

10

種　別 3月
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事故により 62 名の方が命を落とされています。その
うち23名は胸部の損傷によるものです。
　二輪車に乗る際はプロテクターやエアバックを使用
するようにしましょう。

《二輪車の事故を防止しよう！》

犯罪発生件数

目標

実績

平成26年度平均…828g

平成33年度までに達成する目標平成33年度までに達成する目標

善意の寄付に感謝善意の寄付に感謝
村瀬　三朗　様
さがみ信用金庫　様
二宮町商店連合協同組合　様

ありがとうございました
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フォトトピックスフォトトピックス二宮ラディアン花の丘公園みんなの朝市二宮ラディアン花の丘公園みんなの朝市

　ラディアン日曜朝市
が二宮ラディアン花の
丘公園みんなの朝市と
名称を変更して開催さ
れ、多くの来場者でに
ぎわいました。

おとちゃんおとちゃん

消防団入退団式消防団入退団式

神奈川県体育協会功労者表彰神奈川県体育協会功労者表彰

神奈川県体育功労者表彰神奈川県体育功労者表彰

ラディアン花の丘公園に時計設置ラディアン花の丘公園に時計設置

　JR 二宮駅社員が二宮
ブランドのイメージキ
ャラクターである「お
とちゃん」をボトルキ
ャップで作成しました。
 ｢おとちゃん｣は５月末
まで駅構内で見ること
ができます。 　二宮町体育協会理事の前田

憲一郎さんが神奈川県教育委
員会から表彰されました。
　永年にわたり二宮町体育協会
の理事や二宮町陸上競技協会
の会長としてご活躍された功績
がたたえられたものです。

　さがみ信用金庫様から、さがみ信用金庫創立
90 周年・町制施行 80 周年・ラディアン花の丘
公園オープンを記念し、屋外ソーラー電波掛時計
2 基の寄付をいただきました。

　町内で５名の方が、
（公財）神奈川県体育
協会から表彰されまし
た。体育・スポーツの
普及および発展に貢献
した功績がたたえられ
たものです。

　戦後 70 年に当たる今年度も、先の大戦などで亡くなった戦没者の方
のご冥福をお祈りするとともに、恒久平和を願うための式典を行います。
　遺族会会員以外の遺族の方や一般の方も参列できますので、多くの方
の参列をお待ちしています。

　再入団を含む11名に消防団長から入団辞令が交
付され、退団者の11名には町長から感謝状が贈呈
されました。また、第５分団分団長の関野浩行さ
んが神奈川県消防協会会長より永年の消防団活動
に対し功績章を授与されました。(右写真)

４月５日(日)

３月28日(土)

前田憲一郎さん（梅沢在住）
 

（後列左から）前田憲一郎さん、朝日山一男さん、長岡俊夫さん
（前列左から）栁川清春さん、松本博良さん、渡辺栄一さん

戦没者を追悼し、平和を祈念する集い

と　　 き   5月22日(金) ※雨天決行
開　　式　10:30(参列者参集10:00)

と  こ  ろ　川勾神社慰霊塔前
共　　催　二宮町、二宮町遺族会
    問　 　福祉課社会福祉班
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～おくりたい 未来の自分に きれいな歯～

にのみや観光フォトコンテストにのみや観光フォトコンテスト

80周年記念イベントのお知らせ80周年記念イベントのお知らせ

湘南にのみや海岸530（ゴミゼロ）キャンペーン湘南にのみや海岸530（ゴミゼロ）キャンペーン

歯の健康フェスタ歯の健康フェスタ ホタルの観賞会ホタルの観賞会

～四季のフォトラリー部門～～四季のフォトラリー部門～

　シンプルな画面構成ですが、季節ごとに特
徴のある色彩を基調にまとめ上げ、見事に四
季の移ろいを表現されています。ベテラン作
者の、充分に練り上げた構成力を感じます。

特   薦 室井義雄さん（横浜市在住）の作品「四季の彩り」
準特薦 西山親司さん（二宮町在住）の作品「二宮の四季」

第20回第20回

講 評

入賞作品は、町観光協会ホームページでご覧
いただけます。
http://shonan-ninomiya-kankou.com/

推薦「二宮四季彩」　野川礼一さん  （小田原市在住）

春色いっぱい 花菖蒲咲く頃

紅く輝く 静けさに包まれて

　通年訪れて体感できる二宮の四季の魅力を
撮影した写真を4枚１セットとし審査しました。

二宮町観光協会（☎73-1208）
産業振興課商工観光班

問

と　　 き   5月30日(土) 8:50集合　※小雨決行
集　　合　梅沢海岸
清掃場所　梅沢から茶屋までの海岸
持　　物　軍手
そ の 他　・中止の場合は、8:00に防災行政無線でお知らせします。
              ・実施合図（花火の打ち上げ）はありません。
              ・車での来場はできません。

と　　 き　5月29日(金)～6月7日(日)19:00～20:30
と  こ  ろ　せせらぎ公園
注　　 意　・ホタルを捕獲しないでください。
             ・ホタルは光に弱いため、懐中電灯などは使用しない    
　          　でください。また、携帯電話のご使用やフラッシュ        
　　　　　　 撮影、発光する靴などはご遠慮ください。
　　　　　 ・ペットを連れての観賞はできません。
 　　　　　※公園専用の駐車場はありませんが、マックスバリュ
　　　　　　 二宮店のご厚意により、店舗南側の駐車場を利用で
　　　　　　 きます。台数に限りがありますので、できるだけ公
　　　　　　 共交通機関でお越しください。
　　　　　 ※雨天の場合は中止になることがありますので、お問
　　　　　　 い合わせください。

と　　 き  6月7日(日) 13:30～15:00
と  こ  ろ  ラディアン
内　　 容  ①歯科健診および保健指導
　　　　　（歯ブラシのプレゼントあり）
　　　　　②むし歯菌テスト（子どものみ）
　　　　　③歯に関するクイズ
　　　　　④お口の体操
　　　　　⑤お口を使った遊び
　　　　　⑥地域農産物の配布や試食
　　　　　（無くなり次第終了となります）

問　生活環境課生活環境班

問　保険医療課医療予防班
　　　　　（☎71-7100） 問　都市整備課公園緑地班

大河原雅彦審査員長（元神奈川新聞社写真部長）
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